
 

 

空き店舗を活用して、単なる休憩場所や交流の場としてだけでは 

なく、支え合い活動を行っている拠点となるところです。 

支え合い事業を知っている方が少ないのが現状で、「彩夏ちゃん 

サポート商品券」の周知や、これで完結する商品開発も必要では 

ないでしょうか。 

答弁では、ボランティア登録は、市内外在住や資格の有無といった 

要件は必要としません。多くの方にご利用いただけるよう広く周知 

してまいります。また商品券に対応した商品開発については商工会に伝えてまいります。 

介護予防の活動を自主的に行っている地域福祉

のリーダーともいうべき方々にとって、活動の

場所の問題は深刻です。 

来年度に向けて、介護予防事業のような福祉的

に活用することで、家賃補助や運営費など、ま

た金銭的以外にも支援できないかと質問。 

 

答弁では、リハ職や栄養士、歯科衛生士などの

専門職の関与など、効果的な介護予防の活動づ

くりを側面から支援することや、支援活動の内

容や頻度、参加者の状態や人数など、一定の介

護予防活動の条件を満たす団体へは、活動場所

の確保にも活用できる運営費への助成なども検

討してまいります。 

今までにない前向きな答弁をいただきました。 
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障がいがある子を持つ親にとって「親亡きあと」

の問題は切実で、グループホーム、ショートス

テイの設立は悲願でもあります。 

定員１０人以下となるグループホームの設立を

空き家・空き店舗を活用する場合、市として補

助金や支援などできないかと質問。 

 

答弁では、国や県への補助金の申請に必要とな

る意見書を作成することしかなく、補助金など

は厳しいとありました。 

今回課題を提起したことで、市としてしっかり

議論し検討する場を設けて欲しいと強く要望。 

障がいがあっても互いに地域で、支え合い生き

るということはどういうことなのか。その上で

市として何を支援していくのか。 

障がいがあっても、自ら選択 

できる環境を整えていく 

ことは重要と強く思います。 

これからも継続的に 

訴えていきます。 

平成２８年６月、第２回定例会一般質問での質問と答弁の要旨 

Wi-Fi とは、無線 LAN のことで、無線でアク

セスポイントを介してインターネット接続で

きる方式のことです。情報収集の確保としても

設置していくことが重要と考えるが避難所へ

の設置について質問。答弁では、有効な通信手

段のひとつとして認識はしているようでした

が、技術的な面でまだ認識 

が不足していることが 

あったので、今回課題 

を提起したことに 

意味があったと 

思っています。 

指定の拡大と民間施設等との連携について訴

え、今年開所した障害者ふれあいセンターを早

急に指定しないのかと質問。 

また民間の介護施設などの事業所と連携し、福

祉避難所として活用できないか、さらに、トレ

ーラーハウスを利用することはどうかと質問 

答弁では、障害者ふれあいセンターは指定に向

けて準備を進めています。 

特別養護老人ホームの入所施設などは、指定に

向けて事業者などと検討を進めてまいりたい、

なお、通所施設、トレーラーハウスなどの活用

に関しては調査研究してまいります。 

神明坂や金子坂などの車椅子歩行は歩道がないため危険です。そこで、滝の根公園内 

にスロープなど創意工夫をして安全に移動できるよう整備できないかと質問。 

答弁では、公園内の高低差が大きいこと、スロープを設置の場合公園機能の 

大幅な損失などから園路の整備は大変に難しい状況ですが、歩道整備にあたり 

用地が確保された箇所については随時整備を進めてまいります。 

近年増加傾向にある社会的孤立や経済的困窮にある方々は、多岐にわたり問題を抱えています。 

ひとつの問題に関わっていくのではなく、その人自身に関わって、問題の解決にあたることが重

要だと思います。ワンストップ窓口や課をまたぎ、横断的に関われる部署が必要と質問。 

答弁では、庁内各課の連携がますます重要になっていることは認識しております。 

現在、第５次行政改革を進めるにあたり、取り組むべき課題の抽出をおこなってまいります。 
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